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連載　　Webサービス

はじめに

　目まぐるしく変化するビジネス環境に対してシステムの変

更を俊敏に行えないことが，企業の大きな経営課題となっ

ていることは改めて言うまでもありません．この課題に対し

て，BPM（ビジネスプロセス・マネージメント），SOA（サービ

ス指向アーキテクチャ）という 2つの抽象的な概念とWeb

サービスの技術を組み合わせ，ビジネス環境とシステム実装

を緊密に連動させることで解決しようと考えられています．

ビジネス環境の変化に対して，柔軟に対応するシステム環境

を BPMと SOAがどのように実現するのか考えることが今回

のテーマです．

BPMと SOAによる柔軟なシステム環境とは

　システム環境の変更が追いつかないビジネス環境の変化

とは，企業合併，企業間の業務提携，事業の再編など業

務をまたがる大きな変化です．これらの環境変化に対して

は，業務内，業務間，事業間，企業間の業務の流れを変

更します．これに対して，現状の企業内の多くのシステムは，

特定の業務や事業をシステム化の対象範囲とした‶一枚岩
の閉じた構造"になっており，他システムとの相互運用性や，
機能やデータの共有といったことにあまり考慮がされてい

ません．システム内部のプログラムやコンポーネントは全体

的に密に結合され，システム間連携は，内部データ形式そ

のままのファイルが転送されたり，個別に作成した通信プ

ロトコルによりデータの送受信が行われたりしています．こ

のため，システム上の処理フローが固定化し結果的に業務

が硬直化してしまいます．このようなシステムの集合体では，

ビジネス環境が変わるたびにシステムの再編成とシステム

間の再統合が必要となり，環境変化への対応に膨大な時

間がかかっています．

　BPMと SOAの考え方を導入した柔軟なシステム環境では，

各システムが内包する機能を業務の視点でモジュール化し

て切り出し，システムの境界や実装方式を意識せずに利用

できるようにします．このモジュールを SOAではサービスと

呼びます．業務の変更に伴い，既存システムを極力修正せ

ずに，切り出したサービスを組み替えることで，間接的に

システム全体の処理フローを変更できるようにします．これ

は，Webによる抽象化の概念と同じです．Webにより既存シ

ステムのユーザ・インタフェースが抽象化され，利用者の利

便性に応じて異なる複数のシステムのユーザ・インタフェー

スが間接的に統合されるようになりました．

 　BPMと SOAによる新たなシステム環境の柔軟性は，利

便性の高いサービスをいかに品揃えできるかにかかって

います．サービスの利便性を高めるためには，業務とサー

ビスの明確な関連付けとサービスの粒度を適切にするこ

とが重要となります．図 -1のように，BPMは関連付ける

業務を抽象的なモデルに表し，SOAは適切な粒度の機能

モジュール（サービス）を作るために既存システムの機

能を抽象化します．

業務の抽象化

　業務の抽象化とは，広範にわたり細かな作業が途切れな

く続く現実の業務を把握するために，単純で構造化された

モデルを作成し実態ビジネスを写像することです．このモデ

ルが，業務の視点でシステムの機能をモジュール化する基

準となり，全体的な業務の中でシステムと関連付ける位置を

明確にする地図の役割を果たします．
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6　BPMのモデル作成で中心的な作業は，ビジネスプロセス・

フロー分析です．ビジネスプロセス・フロー分析では，事業

レベルから担当者が行う作業レベルまで，階層的に業務の

流れを単純化して表現します．同一階層では，相互関連性

の高い業務処理をモジュール化し，モジュール間の関連付け

を明確にします．階層化を進める中で，それ以上に分割する

と業務的に独立性のない粒度のビジネスプロセス・モジュー

ル（以後，文中でリーフ・プロセスと呼びます）が出現し階

層化が終了します．このリーフ・プロセスがビジネスプロ

セス・フローを変更する最小単位になります．

　モデル上のリーフ・プロセスに，モジュール化したシステ

ムの機能を対応付けることで，ビジネスプロセス・フロー

に沿ったシステムの構成を，機能単位で考えることができる

ようになります．ビジネスプロセス・フローの変更は，ビ

ジネスプロセス・モジュールを組み替えで理解することに

なり，システム環境の影響度合いや変更方法を容易に把握

することが可能になります．

　ビジネス環境の変化に強い柔軟なシステム環境を実現する

ためには，リーフ・プロセスのモジュール化において粒度と

範囲が適正であることが重要です．モジュール分割する境界

が不適切である場合やモジュール化する粒度が大きすぎる場

合，ビジネスプロセス・フローの変更においてモデル上リー

フ・プロセスの分割やリーフ・プロセスの再編成が発生し

ます．リーフ・プロセスの変更は，対応するシステム機能の

修正に繋がり，大幅なシステムの改修が必要となります．リー

フ・プロセスのモジュール化は，業務に精通した人とシステム

のアーキテクトが議論を重ね，モデリングすることが重要と

なります．

実装システムの抽象化

　リーフ・プロセスへの分割が終わると，次はこれらのリー

フ・プロセスを，情報システムで実装しなければなりません．

リーフ・プロセスの実装は，さらに細かいシステムのコンポー

ネントから構成されます．実装システムの抽象化とは，シス

テムの実装方式の差異を隠蔽し，システムを構成する細か

いコンポーネントやプログラムを適切な粒度のモジュールに

まとめることです．このモジュールがサービスです．現状，

SOAを導入する場合，サービスのインタフェースとして Web

サービスを用いることで，実装方式の差異を隠蔽します．

　サービス化を考える上で最も重要なことは，サービスの粒

度と業務との関連付けです．サービスの粒度は，ビジネス

環境の変化に応じて適切に組み替えや追加が可能な単位に

小さくし，業務視点でサービスが把握可能な単位に大きく

する必要があります．また，サービスはさまざまなリーフ・

プロセスや上位のプロセスで使われている可能性があるの

で，どこでサービスが使われているか明確になっている必

要があります．

　サービス化の考え方として 2つの考え方があります．1つ

は，ビジネスプロセス・モデルのリーフ・プロセスごとに

サービスを対応付け，必要となる機能を集約する考え方で

す．たとえば受注登録プロセスにおける受注登録プロセス

支援サービス．この種のサービスは，多くの場合，さらに

細かいサービスの組合せ，すなわちコンポジット・サービス

になります．もう1つは，1つまたは複数のコンポジット・サー

ビスから呼び出される個別のサービスで，多くの場合業務

管理対象ごとに関連する機能を集約する考え方になります．
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図 -1　BPMと SOAによるビジネス環境と実装システムの関連付け
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たとえば顧客情報という管理対象に関する機能を集約した

顧客情報サービスです．これをプリミティブ・サービスと

呼びます．プリミティブ・サービスとコンポジット・サービス

は図 -2のように階層的に位置付けられます．

　プリミティブ・サービスは，従来単一システムの中で利用

していた機能を，ソフトウェア・コンポーネントとして切り出

し公開することで，分散システム環境における開発生産性と

品質を高めることを目的としています．プリミティブ・サー

ビスの抽象化は，内部的に断片化したデータを，業務的に

意味をなす単位のデータに併合し，トランザクション処理や

DBアクセス等の技術的な制御処理を隠蔽し，複数の詳細な

業務処理を集約します．プリミティブ・サービスは，製品情

報の提供，在庫情報の提供など，正確な情報をリアルタイ

ムに提供する機能や，注文書の受付処理など業務トランザ

クション処理のインタフェース機能として，他システムに提

供されます．

　コンポジット・サービスは，リーフ・プロセス単位に，シ

ステムの境界を越え複数のシステムが提供する機能を集約し

たアプリケーションを作成することを目的にしています．ま

た，既存システムから独立した環境でプリミティブ・サービ

スを業務手順や業務規約に従い呼び出し，複数のシステム

を統合的に操作する操縦室のような役割を提供します．定

型的な業務に特化し，プリミティブ・サービスの汎用性を隠

蔽し機能を単純化します．業務手順の変更や情報の追加な

どリーフ・プロセス内の変更に対するシステムの修正や，ビ

ジネスプロセスの処理フローの変更など，多くの場合，特

定コンポジット・サービスの修正やコンポジット・サービス

間の関連付けの変更などで対応が可能で，既存システムを

変更する回数が少なくなります．

SOAのアーキテクチャ構造

　抽象化を実現する SOAのアーキテクチャ構造は，図 -3の

ように，プレゼンテーション層̶プロセス層̶サービス層
̶ビジネスロジック層̶データアクセス層の 5層構造で表現

することができます．この 5層構造は，いくつかの大手ソフ

トウェア・ベンダやシステム・インテグレータの SOAの説明

で類似した層構造で表現されるようになり一般的になりつつ

あります．従来の一般的な3層構造（プレゼンテーション層̶
ビジネスロジック層̶データアクセス層）と比べると，ビジ
ネスロジック層とプレゼンテーション層の間にサービス層と

プロセス層が新たに追加されています．サービス層とプロセ

ス層により，既存システムと SOAベースの新規システムが混

在する環境で，システムの境界を意識しない抽象化された

サービスを結合したり複合したりすることが可能になります．

　サービス層は，ビジネスロジック層以下で実装される基幹

の業務処理機能をモジュール化し抽象化します．プリミティブ・

サービスはサービス層のモジュールとして位置付けられます．

プリミティブ・サービスのインタフェースは Webサービスで実

装することが一般的になります．Webサービスで実装するこ

とで，部門内，部門間，企業間で同じ方法でアクセス可能な

位置透過のモジュールとして準備することが可能になります．

　プロセス層は，プリミティブ・サービスを集約し，ビジネ

スプロセスで必要となる機能をモジュール化して，プレゼン

テーション層に機能を提供します．また，プロセス層のモ

ジュール間を関連付けることで，ビジネスプロセス・フロー

に即した処理連鎖を実現します．

　コンポジット・サービスはプロセス層のモジュールとして位

置付けられます．コンポジット・サービスでは，リーフ・プ

ロセス内で利用される統合的な機能を実装します．また，あ

スセロプ録登注受
スビーサ援支

スセロプ録登注受
スビーサ援支

報情客顧
スビーサ

報情客顧
スビーサ

スセロプ頼依荷出
スビーサ援支

スセロプ頼依荷出
スビーサ援支

報情庫在
スビーサ

報情庫在
スビーサ

報情品商
スビーサ

報情品商
スビーサ

報情信与
スビーサ

報情信与
スビーサ

報情注受
スビーサ

報情注受
スビーサ

コンポジット
・サービス

プリミティブ
・サービス

 図 -2 　プリミティブ・サービスとコンポジット・サービスの関係
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6
わせてリーフ・プロセス内の業務手順を制御するワークフロー

を実装します．ワークフローは，注文伝票の起票，照査のよ

うに人的な業務手順の制御や，プリミティブ・サービスを複

合する自動的な処理などから構成されます．コンポジット・

サービス内のワークフローを柔軟に構成するためには，BPEL

（Business Process Execution Language）などで提供されるプロセ

スのオーケストレーション機能が適切です．

　プロセス層のコンポジット・サービス間を Webサービスに

より疎結合で結合することで，柔軟にビジネスプロセス・フ

ローの変更に対応することが可能となります．コンポジッ

ト・サービスを柔軟に統合する基盤には，すべての動作を

管理するオーケストレーションの概念よりも，イベント駆動

型のコレオグラフィの概念の方がより適しています．

５層構造の段階的普及

　SOAの 5層構造は，段階的にシステム環境に浸透していく

でしょう．その浸透過程を予想してみましょう．最初の段階

では，システム統合などを機に，既存システムの機能をプリ

ミティブ・サービスとして公開することが進みます．利用す

るシステムでは，ビジネスロジック層でプリミティブ・サービ

スを呼び出すことが多いでしょう．第 2段階は，プリミティ

ブ・サービスの数が増え，Webサービスが社内のシステム開

発で根付いた段階です．新規システムの開発では，5層構

造のシステムが増え，コンポジット・サービスの実装が行わ

れるようになります．第 3段階は，レガシー・システムが段
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階的に刷新され 5層構造のシステム開発が普及した段階で

す．プリミティブ・サービスはワークフロー・エンジンで統

合されることが一般的になり，コンポジット・サービス間の

連携もイベント駆動型の統合エンジンで行われるようになっ

ているでしょう．

おわりに

　BPMと SOAは，ビジネス環境の変化に伴い変更されるビジ

ネスプロセス・フローに合わせ，サービスを組み替えることで，

システムを柔軟に再編成できる分散システム統合環境を実現

するための概念です．BPMの普及とWebサービスの普及で，

業務の抽象化と，実装システムの抽象化が容易に行えるよう

になりました．ビジネスプロセス・モデルにサービスを対応

付けることで，ビジネス環境の変化を分散システム統合環境

で間接的に吸収し，実装システム環境の変更が必要とならな

いようにすることが，柔軟なシステム環境の本質と考えます．
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図 -3　SOAの 5層構造


